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問　題　提　起
早稲田大学 商学学術院教授　土　田　武　史
　商学部の土田と申します。先ほどお話がありましたように、今回の企画が武井先生のほうから参
りましてから何にしようかといろいろ考えましたが、社会保障の分野から考えてみた場合、非正規
労働者をどのように改善していくかということが社会的に非常に大きな問題だろうと思いました。
ただ非正規労働者については、去年も鈴木先生が労働法の改正に関連して取り上げていますので若
干重なるのかなと思いましたが、政府・民主党のほうで「社会保障と税の一体改革」というものを
定める中で、非正規労働者に対する対応が非常に大きなウエートを持っていましたので、やはりこ
の問題を取り上げることにしました。
　非正規労働者とは、皆さんご存じのように、パートタイマー、契約社員、派遣労働者、あるいは
業務委託というようなさまざまな分野がありますが、現在、雇用労働者の約３分の１、1,800万人
を数えています。そのうちのさらに３分の１強である630万人が、本来適用されてしかるべき被用
者保険、つまり健康保険や厚生年金保険から適用除外されているという問題があります。そのよう
な非正規労働者の待遇改善をどのように図っていけばいいかということが、今日的な課題になって
います。
　基本的な対応としては、非正規労働者を正規労働者化していけばいいと簡単には言えますが、し
かしながら現在の産業構造や雇用構造からいって、すべての非正規労働者を正規労働者にかえてい
くことは至難のわざで、非正規労働者における労働待遇をある程度進めながら、その一部を正規雇
用化していくという方向を模索していくことが現時点の課題だと考えています。
　その場合の一つの参考としてＥＵにおける待遇の仕方があります。ちょうど日独交流150周年と
いうこともあり、ドイツの対応はどうだろうかということを考え、また後でアイルリッヒさんや松
本先生からお話がありますが、日独の待遇のあり方や社会保障の対応を比較しながら、それを踏ま
えて日本をどのような方向に持っていくか考えてみたいと思っています。
　基本的には待遇改善、均等待遇という方向が見えているわけですが、ただそれもやはり言葉で言
うことはたやすいものの、具体的にどのような形で進めていくかということは非常に難しい問題で
す。このセミナーを通じてその問題をどこまで掘り下げることができるかということはやってみな
いとわかりませんが、セミナーが終って帰るときには問題の認識が少しでも深まり、さらに対応策
が少しでも前進しそうだという方向に持っていければと思っています。
　それからこのテーマのもう一つのねらいは、これは私の専門に属しますが、社会保障における対
応です。現実における賃金や福利厚生とはまた別の世界で、例えば病気をした場合に正規労働者と
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非正規労働の対応はどのように違うのか、あるいは、老後になった場合の年金がどう違うか、ある
いは障害者になった場合の保障がどう違うかということをみた場合、正規労働者と非正規労働者は
対応がかなり違っているという現実があります。その点についても日本とＥＵ、ドイツとは大分違っ
ております。そういう社会保障あるいは社会保険の対応がドイツでどのようになっているかという
ことを踏まえて、ドイツを一つのモデルとしながら、日本としてはどういう方向の改善が図られる
かということも、同時に考えていきたいと思います。
　今回のセミナーの進め方としては、ご案内のパンフレットに書いてありますが、最初に先ほど触
れました政府与党の「社会保障と税の一体改革」を策定するときに、厚生労働省の副大臣として関
与しておられた大塚さんから基調講演としてその内容を中心にお話をいただく予定です。続きまし
て、ドイツ大使館の参事官であるアイルリッヒさんから、ドイツにおける非正規労働者の現実と対
応策、とくに社会保障ではどういう対応をしているかということをお話しいただきます。
　そこで少し休憩しますが、その間にお配りしてある質問用紙に、どういう質問でも結構ですので、
これはどうなっているのか、あるいはこういう意見があったがそれは不十分でまだよくわからない
など何でも結構ですので、皆様方から質問をお寄せいただきたいと思います。休憩後、先ほどお話
しした２人の基調講演の方と、それからまた後でご紹介しますが、連合総研の研究主幹の小島さん、
現在早稲田大学教授をされていますが『朝日新聞』の元論説委員の梶本さん、それから北海道大学
教授でドイツの社会保障研究では第一人者である松本さんの３人を加えて、５人でパネルディス
カッションを約２時間ほど行いたいと考えています。
　その際には皆様方からお寄せいただいたご質問を一つの切り口として取り上げながら問題を深め
ていきたいと考えていますので、どういう質問でも結構ですのでぜひお寄せいただきたいと思いま
す。そういうことで一応趣旨説明としたいと思います。
　それでは、よろしくお願いいたします。（拍手）
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